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      平成28年熊本地震に関わる土砂災害第一次緊急調査団 
 
現地調査期間：平成28年4月22～24日 
 
参加者       
〇団長（総括） 石川 芳治 会長（東京農工大学大学院教授） 
・団長付    桂  真也 会員（北海道大学大学院助教） 
  
〇第１班（大規模な斜面崩壊および地すべり） 
・班長兼副団長 下田 義文 副会長（八千代エンジニヤリング（株）相談役） 
・副班長    地頭薗 隆 九州支部副支部長（鹿児島大学教授）  
・班員     相楽  渉 会員（（一財）砂防・地すべり技術センター斜面保全部課長代理） 
  
〇第２班（阿蘇カルデラ内） 
 ・班長    海堀 正博 専務理事（広島大学大学院教授） 
 ・副班長   古賀 省三 九州支部副支部長（日本工営（株）福岡支社理事） 
 ・班員    寺田 秀樹 元理事（国土防災技術（株）副社長） 
        藤澤 康弘 会員（（一財）砂防・地すべり技術センター総合防災部主任技師） 
  
〇第３班（西原村及び外輪山） 
 ・班長    藤田 正治 総務部長（京都大学防災研究所教授） 
 ・副班長   清水  収 九州支部副支部長（宮崎大学教授） 
 ・班員    山下伸太郎 理事（（株）建設技術研究所砂防部長）  
        加藤 誠章 会員（（一財）砂防・地すべり技術センター砂防部課長代理 



調査目的 
１．緊急的課題 
• 大規模な土砂災害発生個所の今後の危険性の
把握（人命、人家、公共施設等に対する危険性、
拡大の危険性） 

• 二次災害軽減のために必要な緊急対応 
  
２．短期的課題 
• 既存施設の効果の評価 
• 今後の必要な調査・研究と対策方法の検討 

 
３．中長期的課題 
• 地震が引き起こす土砂災害危険区域の把握 
• 地震が引き起こす火山地域における土砂災害危険図の作成手法の開発 
• 他の地域における地震による土砂災害危険図の作成 
• これらを進めるための研究体制の強化に関する助言 

 



調査地位置図 
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第１班：南阿蘇村における調査位置 
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大規模な斜面崩壊 
（南阿蘇村立野、阿蘇大橋付近） 

全体長さ 約700m 

崩壊部幅 約120m 

崩壊部最急勾配 約40度 

下流部勾配 約14度 平均勾配 約20度 

崩壊部長さ 約300m 

最大深さ 約20m 



大規模な斜面崩壊 



大規模な斜面崩壊 

2016年４月１６日撮影 

2016年４月２４日撮影 



大規模斜な面崩壊の崩壊部から下流 

堆積部 

表層は黒ボク、降下火山灰層 

古い火山体の風化した溶岩 

流下部 

崩壊部 



大規模な斜面崩壊の崩壊部の 
周辺（北側）の亀裂 



大規模な斜面崩壊の崩壊部の 
周辺（南側）の亀裂 

亀裂 



大規模な斜面崩壊・まとめ 
１．崩壊機構 
・急勾配（35～40 °）で地震動が大きかったことにより崩壊。 
・火山灰＋風化した溶岩が崩壊した。 
２．亀裂の状況と拡大崩壊の危険性 
・崩壊頭部周辺には崩壊から約30mの範囲に亀裂（幅約2m）が多
数存在する。 
・今後の強い余震や降雨によりこの部分が拡大崩壊する可能性
がある。 
・崩壊地中部に堆積している土砂が今後の降雨により土石流化す
る可能性がある。 
３．緊急的な対応 
・工事中の安全管理として、頭部周辺の亀裂において伸縮計等に
よりモニタリングを行う。 
・工事中の安全管理として、崩壊地下部に仮設防護ネット等を設
置する。 



南阿蘇村における地すべり 

長さ 約500m 

 最大幅  約350m 

最急勾配 約20度 

最緩勾配 約6度 

平均勾配 約10度 

0 200m 

土砂移動面積 120,000m2 

面積 5,000m2 

崩壊部面積 8,000m2 
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地すべりと火山研究所 



地すべり（No.1） 
（京大火山研究所） 

 

表層は黒ボク 

表層の下は降下火山灰 



地すべり（No.1）頭部周辺の亀裂 



地すべり（No.1）周辺の亀裂 
京大火山研究所の西側 



地すべり（No.2 ） 



地すべり（No.3） 



丘の頂部（北側）付近を等高線状に 
走る亀裂 



京大火山研究所の東側の亀裂 



地すべり・まとめ １．崩壊機構 
・緩勾配（10～20 °）の丘の斜面で、黒ボク＋火山灰からなる表層
土において地すべりが発生した。 
・地震動が大きかったことの他に多量の地下水が影響していた可
能性がある。 
２．亀裂の状況と拡大の危険性 
・地すべり頭部から約10～15mの範囲に亀裂（幅約10～20ｃm、深
さ約1m）が多数存在する。 
・ 丘の頂部～周辺の斜面には多数の亀裂が存在する。等高線沿
いの亀裂も多い。 
・今後の強い余震や降雨により地すべりが拡大する可能性がある。 
３．緊急的な対応 
・地すべりの拡大が懸念されるため、亀裂において伸縮計等により
モニタリングを行う。 
・標高560m（遷急線）より下方の斜面の亀裂については今後詳細
な調査が必要。 



カルデラ内壁（南阿蘇村）の崩壊 

治山ダム 

2012年7月豪
雨による崩壊 

今回の地震に
よる崩壊 

今回の地震に
よる崩壊 



カルデラ壁（南阿蘇村）の崩壊 

砂防えん堤 



南阿蘇村の山腹斜面崩壊 



益城町の斜面崩壊（火砕流堆積物） 
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